















たき晶ABX,型化合物RbFeCJヲ(S=4)紘.丘の笈- - れ軒 .･oql聖畏オ性で浄
徽づl宮 山5塞定一喜藤 も面督励埠 で諮る｡その鹿を耳性穿13､工キンけ 箪虚五勧
患 ')とその斉し､､･/7L化聖魂小 三ノ′整合-千畳許を斬 首i適 射 て･の壷透碍争奪つ,I+,D
J=乳三両 よ日:. 賭事用 筆ZL､かこ.三角骨を鹿ilJ-･隼rsラフラZ ル - >?ンノ ドメ
ィ ン しそのダイナ ミリ ス,碁雇赤尾のZピン轟 ･tUstl.小節盈再 尊卑が革Tl山も｡本厨
声Z･は.こ再 の筒盈t泉鹿を利 行 よ 汗 イT さカル雨蛙 バ 見境すさ二㌧を叫 と
して,号クRbo液スr y一帯手緩事時節Tlと草原華裾,永序凋む藷ベIT=｡ここで､ほ.掌範
唯禰L-.ついての宕藷終えと.二十卜東すさ工千シ巨 的腐乱毎度 卜よさ触 親風 :君っ く
斉賓 t-_つ い て乱ぺ3｡
与2.蕨義満せ繁
Ef 2ィゎ はFーィ寸ン川 若布好倉a介 してC軸1-_港っ卜 妹 離 断 すき｡嶺内
も酎 粗 布軌 ま鼓動 全的で､,断 碑五年同 は及監境涯軸rtあま｡相互rF即 究Fは､それ
むサ J/k牡牛 6k,tJ't/J恕0･l ぐ 一紙 瀬 Ld良くT3Jい｡Flflィオ ンのう･'-J L -io久警
葺き性はC軸1-･舟-て正71･,そのjlFrは,凡そ D/jeft20kぐあ?. 佐7てC両が Zと○












(漁夫)が coけekted-e桁 ぐt.tVe一 軒 ユ∫
キ満 -ape-八丁-止 oyL(CEFA),rXdtそ仇軸 で･あ巧 竹 山 ca且 CEFA6)L=射 t-
て鉾 Lく行肯って､､ゝ了)
号3.宮窪結果
圏21才嫡 鹿埠(H｡)紀 軌 二垂直7:ガlJT=碑olT7沌 鼻息有性t,錐転七度和車丁~'







或い濯その勘 才小丁い｡鹿 巌明 -く







日 もL鐸 JC叫･,#芙射 ｡ El4-ti,
各位で9)き｡右 凝らi'L宙(rTに伽く
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Tiく,即 k虻 へ石蕗射 ,蜘 和 銅 的 Ler3いo Tlデ､T.-t｡索郎 周 - く の
愛勧 埠和ま･餌 の齢 日ilビで祈5 . 二中られ愛媛終賢tよ,机 l二元さ小うd:う綿
･､銅 奇^覇鹿を性t希-及摘 臥 こよく補 う5. この 日 か う, 荷を毎のな一席喚項
東 でLl.で tl烏 Tirヤ" .f粛っ虜摘 勿各じよって娘 jれ 禰象布,･をこ摘 倉に





あ逸走鑑^のお庭のイわ か;イ オン八九hlq為で､あ3｡ LIT r-. 二dl裾 作工手シLン南風
によ5威厳i勧 1-･つ い て の夜長論狛モデ ,L-1こ基1tLtて. 亨3の吏厳 緑乳を貴賓す3｡こ
こで､加 東ri之か 穫和晩発も考え3 . 及Zビンが 綾 号i準星良克亀卜あ3垂子zto
ンが 廟 サ - 頑を準用 AI十Sエurして励起,-車.綱 E=丈綱 引-F再呼 〆,廊各
壷臥 -C1も箆7育っr=愛子Zビ ンL-鼓 の顔 が彦亀丁車 全珠ILして奉の壬ネレ<'-･bI'L家
斉で十さt-沌弟,-ihtその鼠の適者ていあao この紳 適温甘 Pou巨S右 港を一号項一
秒鑑三憂項牟 Ch (〟O,)2･2JH10の7bDトンのTのむ 皇/a摘 発を行rsうた耳目=雀孝 LT:
もので､, 循1 ,7なの壊れ 危えLl=｡PJ
γ ′ ～ ∑ ('j 77`77J･
i羊J
ここで., mL･LT人艶 の絹 率<tlJ Cシ√3人,J槻 筒の重秀確率で鋸 ｡
鮎FRC42は基直一宮項一紙 二重項君で･.碁暮菌
妄'ha詑 :fmlぎ;E3=JLlLJ;,ア,>是 警 告三｡
嫡 虐めが鴫 じ生餌 解 の′く座 -.I-′＼主∫レ
トニ了シ(:対する工ネJLr-挙恵の硬式RjとRlE
ヒモも 貢感服互確郎 虜虐して浄汗 3着の=
右レ千㌧は.克郎 勘摘 頚 玲子凍乱O,た軋
狛iooin～十 ンの永点と菜･下値tヒ3｡
専,`-人L-1CEFA覚猷 絶叫 k点.細 (









･が及巌通 廊 に最も縞 ド鮎 く と春i汗 S.ニ再 の多モを慮､して.uJ式で CLJ･ -
J/E と末､く｡ ここ<･-, E.はに息マゲ)ンについて01星Ji尭鹿t向恵恕鑑.011才tLで一畳
(kあま｡ 鼻息菰轟の納 車が B巧 竹- し分や J:従
がい イほ 串 と, u底か三女o'表まと絡 ま｡
rI-(I-).十(T')_ ,I(㌃L)i J1e-PEA㌔ + チ f-1fe一戸Ef+e-Pe- (2)
二二で 隼ykBT,E工はIl･O>か目 し土t) への蜜毎 卜と注 すま工れ ギーであま ｡
慧 慧 立9)要慧 票 豊富言霊 言芸蒜 %～ニ;議 誓 警 芸霊 芝
(1)iL二代大して仔細 た産論歯鑑摘 離 lこb正号膏丁性た蕗芝やあま｡ごく及小雀場
数 も欝 -てほ.乞十(<乞言 .初 . 7了 だ (T1.とrJS. (T.1).^ 定性的葡長 いは/izの且
つであま｡ますt,藤あが噛正 直rf萄合,凡そえ0kOe札上の繍 夢では. E十 は.L王











Lれ ､E 十 入鹿払 触 ≠瑠 しくな沌 温む､
持 ､ yt十tそ宰 十 へ矩 d･周縁しあって､
肝 )十の基音強創生P,LL烹ヒんどなくな主｡あ も
㌦こ!(iく穂 汗 っ Jlて.移翫 ･もET d'表疲危各
1録愚者L=Tjワ.y'Tの奇才が､象執 二花ま｡ こ




が乾酪的 t丘 も.固2′3,4-で濁 らも､なよ,'巨.
5～締 札tでの受渡紛れま､ニゎ礎 flLT l)千
olも摘 /4師 よく令 ,てあり,匁品川 哀
渡し新車の-凱 拍 いと書乏ま｡しかし､ああ
ttIも 11内妻顔笹は.Ll)式47キ割かT七千日オ■ー･一











秀痕の身才･pI･者と'.円 が,石見で射 勧 徹掛 項如 埼 -,てくさい 弓 二日 和 讃
上 官げ とEl4-しのも乳ご欄 む二郎 月 日 ･.簿 l-･､斗弁座鼻がし勉1-生息rt名倉のi
っのす組 tL<t算虹 の - ･x,mJ相 即3絶 二管頑年鑑酌 量廃材 年夕顔 親
があさ･この度*T璃 長タ5エキルギー 沌 ELこtで泉さ山て- さい ま･ 区‖ !=5-え細
ていさい l滝 泰息有性撒 f-3',又l仇値も碁事 由 ､rい｡ 二相藩の窮 t
伽 で.全卵鉦 ふっ巌藍色覚猷 蕃イL食わ ザ度 そ､あきQ
仏工.鋸声C/'のけR♭の尊慮滋瑠TcIT,ち.餌 的Tt･I細 さ雪 K点て7'ノ>l:よ32
女の姦劫遅境や糎 し′破産を盈和i=.肇紬 じ餌 漫発で息 二律 点マグ)… 蓋 し､･
ソフト,.L戎痩 Q･焚く反射 3tいう蕗轟も雛 ｡
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